
1 

平成２５年１１月掲載 

  

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

■その他（訪問記録の作成 ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－１） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

見守り名簿登載者は、平成２５年８月現在で１３５人。 

町会では、見守り名簿の提供を受けてから、町会の「支えあいプロジェクト会議」や地域

の「支えあいネットワーク会議」などを通して、訪問活動のあり方や対応方法などについて

研修や議論を重ねてきた。 

今年度に入ってから、名簿管理者・閲覧者の見直しを行い、管理者を１人から３人に増や

すとともに、閲覧者も実際に活動できる人に変更して、町会の見守り活動の態勢を整えた。 

なお、町会では加入している７５歳以上の方に対して、毎年９月に敬老祝い品を配布し、

１０月には食事会を開催している。今年度は２０９人に祝い品を贈呈した。 

＜見守り活動～第１段階＞ 

町会を７ブロックに分けて、役員宅と見守り名簿対象者宅を、住宅地図に色分けしてマー

キングした。⇒役員に渡して「防犯パトロール」時に、注意してみてもらうようにした。 

＜見守り活動～第２段階＞ 

７月に、訪問活動を行うため、７ブロックを４つのブロックに統合した。複数の担当者で

訪問することにし、訪問時の挨拶、持参する資料、訪問者の名札づくり、訪問時に確認する

内容などについて話し合った。 

９月に入り、訪問ごとに記入できる訪問記録票を作成し、役員２人１組で対象者宅を訪問

した。初対面の方とも１時間近くお話しするなど、訪問に対して皆さん好意的だった。 

 実際に訪問し、人間関係やエピソードなどを聞くことで、対象者の方と繋がりをもつこと

ができ、訪問する者にとっても充実感がある活動になった。 

地域のお付き合いの輪が広がるように、今後も見守り活動を継続していく予定である。 

  

《成果・課題等》 

町会員以外でも、見守りの必要な高齢者が地域に住んでいることが分かった。 

 

交通便利な地域性か、若い時からいろいろな活動をしてきたが、地域での交友関係が全く

ないという方もいて、町会役員の訪問を喜んでくれた。支えあいマップを作る時に、見守り

の線が何本もひけるように、日頃から声かけをしていく必要があると感じた。 

 

 町会で地域の高齢者を把握するだけでなく、親族がいないとか、遠くに住んでいる方には、

町会役員の連絡先を記入したカードを手渡している。こうしたことは、高齢者が地域で生活

していくうえでの安心感にもつながると思う。 
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平成２５年１１月掲載 

 

 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

□外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ □イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

■その他（訪問記録の作成 ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－２） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 支えあい名簿を受け取ってから、町会が地域別に３部に分かれているので、各地域の部長

とパトロールのリーダーの２人１組で、名簿掲載者全員を訪問した。その３つの地域ごとに、

支えあい記録ノートをつけ、問題提起などがあれば、役員会で報告しあい、情報共有をして

いる。 

 

 区民活動センター運営委員会の支えあい部会で作成した、高齢者の方に役立つ情報（①公

共機関等、②宅配可能な店舗や往診する医療機関など）を掲載した支えあいマップを配付し

ながら訪問した。 

 

 平成２３年に、区からの名簿提供が始まった時点で、町会内で、支えあいプロジェクトチ

ーム（町会役員と民生児童委員を含めて全体で１２名）を作り、検討を始め、平成２５年４

月に、支えあい委員会を立ち上げた。 

 

 年１回の敬老祝品の配付（７５歳以上対象で１５９名）では、支えあい名簿を確認し、洩

れてしまっている高齢者がいることがわかり、趣旨の説明をしながら、祝品を届けることが

できた。 

 

 支えあい活動は、防災、防犯にもつながるので、今までの町会活動に加える形で活動して

いく。 

《成果・課題等》 

 名簿提供を受けることによって、町会で支えあい活動について話し合うきっかけができ

た。町会の組織を地域別に分け、活動しやすい形に見直すことになった。 

 

 平成２５年９月に行った防災訓練は、例年４０名程の参加だが、今年は、８０名を超える

参加者が集まった。その中には、名簿登載者もいて、支えあいの活動が浸透してきて、住民

の意識が高まっているように感じた。 

 

 町会活動は全て支えあいにつながっているので、これからも、話し合いを重ねて、他の町

会の活動も参考にしながらすすめていきたい。 
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平成２５年１１月掲載 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

□外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ □イベントの実施  

□町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他 

圏域（町会） 中部（Ａ－３－１） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 支えあい名簿を受け取ってから、町会長と民生児童委員が、名簿登載者全員を訪問した。 

 

 見守り支えあいのために訪問した趣旨を伝えると、高齢者は、町会長が訪問したことを喜

んでくれた。 

 

区民活動センター運営委員会の支えあい部会で作成した、高齢者の方に役立つ情報（宅配

可能な店舗や往診する医療機関など）を掲載した支えあいマップについて、訪問時に手渡し

た。 

 

 名簿掲載者全員を訪問してわかったことは、ほぼ９割の方が元気に生活をしていて、心配

しなくてはいけない高齢者は１割程度だった。 

 

 町会で対応するのが難しい数名の高齢者について、地域包括支援センターや、すこやか福

祉センターに相談する必要があると判断している。 

《成果・課題等》 

 これまでの町会活動で把握していた高齢者以外に、どこに見守り支えあいの必要な人が住

んでいるか把握できた。また、町会長の訪問や、町会で支えあいに取り組んでいることを喜

んでくれる人が多いことがわかった。 

 

 これまでは町会でも障害のある方とは知らなかったお宅に訪問して、初めてその方に障害

があることがわかった場合もあった。 

 

 独り暮らしの高齢者が、外出した後、自宅がわからなくなったことがあった。 

 

 町会で、見守り対象者の把握ができていたので、すぐにどこの住民なのかがわかり、迅速

に対応し、ほどなく自宅に帰ることができた。 

 

 見守り名簿の活用の成果は、町会と民生児童委員が連携して対象者を訪問し、生活実態を

把握できるという点だけでなく、生活が大変になってきている高齢者等を、町会が把握する

ことによって、地域住民の安心感が広がっていくことではないか。 

 

 今後の課題としては、見守り対象者一人ひとりを、どのように見守るのか、具体的に構築

していくことだと考えている。 
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平成２７年３月掲載（更新） 

 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

□外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

□町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－３－２） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

  【名簿登載者】９４名 【当番者（安否確認者）】４３名 

  『当番者』（安否確認者）の活動：町会を班分けし、担当する班内で回覧板の配付や 

町会費の集金などを行うことで、高齢者の見守りを 

日頃から行う。 

１ 安否確認訓練 

 (1) 事前準備（訓練の目的や方法等の事前周知と確認） 

  ① 名簿登載者宅の訪問 

  避難訓練の「お知らせ」を作成し、宛名を記載した封筒に入れ、町会役員と民生・ 

児童委員が訪問して渡した。 

② 当番者（安否確認者）との確認 

 安否確認の時間や確認の方法（「大丈夫」の声を聴くだけでも良い）などを確認 

した。 

  ③ 避難ルートを確認 

避難場所である公園までの道順などを確認した。 

 (2) 実施当日 

午前９時から１０時の間に地震が発生した想定で、当番者(安否確認者)が名簿登載者

宅に行き、安否確認を行った。このあと、町会の防災訓練に参加できる高齢者は、一

緒に訓練会場（避難場所）に参集した。 

安否確認を行った当番者は、到着と同時に、防災会長（町会長）に報告を行った。 

   町会の訓練参加者は、訓練会場（避難場所）で非常食のわかめご飯（アルファー化米）

などを試食しながら、町会内の交流を行った。 

   その後、希望する者は１０時半から行われた地区全体の防災訓練の会場である中学校

に行き、スタンドパイプや消火器を使った消火訓練、人命救助用機材を使った救出・救

護、ＡＥＤの取扱いや応急手当等の訓練に参加した。 

《成果・課題等》 

 １ ほぼ全員の安否確認ができた。 

２ 町会内での高齢者の見守り・支えあい活動を確実に浸透させるために、班内の当番を

半年もしくは１年交代で行い、当番経験者を多くする。これによって、災害発生時に当

番者が不在でも、班内で安否確認の対応ができるようにする。 

 ３ 高齢者や当番者が迷わず連絡できるように、連絡先を防災会長（町会長）一人にした。 

 ４ 防災訓練を継続して行い、日頃から防災意識を高めるとともに、高齢者と町会の役員

や住民との交流を図っていく場のひとつにする。 
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平成２５年１１月掲載 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

□外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ □イベントの実施  

□町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

■その他（訪問作業シートの作成 ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－４） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

  

支えあい名簿を受け取ってから、高齢者の方に役立つ情報（宅配可能な店舗や往診する医

療機関など）を掲載した支えあいマップを配付するのに加えて、町会長、地区担当副会長、

民生・児童委員のチームで、名簿登載者全員のお宅を訪問した。 

 

なお、支えあいマップは、町会長、副会長、民生・児童委員等で構成する、区民活動セン

ター運営委員会支えあい部会で作成したものを活用している。 

 

 民生・児童委員が日頃から地域の状況を十分把握していたことにより、名簿登載者と民

生・児童委員が顔見知りであることが多く、民生・児童委員が訪問した際に安心感を持たれ

ている。 

 

訪問の結果、名簿登載者の中に、重病であったり、体調がすぐれないなど、重点的に見守

る必要のある高齢者はいないことが分った。 

 

訪問時に不在でお会いできなかった方に、訪問の趣旨と町会担当者の連絡先を記入した手

紙をポストに投函していることで、後日名簿登載者からの連絡に備えている。 

  

町会での見守り支えあい活動を効率的にすすめ、名簿登載者の状況を共有するため、個人

情報に配慮した、町会独自の訪問作業シートを作成して訪問している。 

 

 

《成果・課題等》 

 

 名簿登載者を全員訪問して、状況が把握できたことが大きい。 

 

現在は、緊急を要する対象者はいないが、今後、定期的に訪問する中で、状況の変化に応

じた具体的な見守り支えあいをどのように行っていくかを検討していきたい。 

 

 町会独自の訪問シートを作成したことにより、名簿登載者の状況が一目で確認することが

可能であり、町会担当役員内での情報共有に役立っている。 
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平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他 

圏域（町会） 中部（Ａ－５） 見守り支えあい名簿の提供 無 

《活動内容》 

 

町会の会員を対象に様々な活動を行っている。 

東日本大震災発生後、町会役員が２班に分かれ、倒壊家屋やブロック塀の損傷がないかな

ど町会内を巡回した。また、一人暮らしの高齢者の家庭など約５０件訪問した。訪問して多

かったのが、ガスの元栓のロックを解除できないというお宅が多かった。 

 

防犯パトロールを土曜の夜間と日曜の昼間に行っている。パトロールの翌日に、警察署地

域課にパトロール結果をファックスで報告している。年末には拍子木をたたいて地域を回っ

ている。 

 

７５歳以上の町会員を対象に敬老事業を行っている。町会役員と町会費の集金担当者が、

お宅を訪問し敬老品を配っている。 

 

町会主催の日帰り旅行を実施している。バス 1 台を借上げ、今年は大洗温泉に行った。高

齢者の方の参加が多い。 

 

毎年、７月下旬に子ども会の協力を得て、町会主催のラジオ体操を実施している。子ども

をはじめ、高齢者の方の参加も多い。 

 

《成果・課題等》 

 

高齢者に関する情報は、以前は、民生委員から聞いていたが、個人情報保護の制度が整え

られ、情報を得ることができなくなったため、町会の方からの口コミによる情報が中心にな

っている。 

敬老事業などは、町会の回覧板や掲示板などで周知して、自己申告(年齢・性別等)しても

らって、受付をしているが、高齢者の女性の方は年齢がわかってしまうという理由で申込み

をしない方も多い。 
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平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他 

圏域（町会） 中部（Ａ－６） 見守り支えあい名簿の提供 無 

《活動内容》 

町会の会員を対象に様々な活動を行っている。 

 

東日本大震災発生当日の夜間と翌日の夕方に、町会役員が災害要支援者のお宅を中心に巡

回し、安否と被害の確認をした。訪問して多かったのが、ガスの元栓のロックを解除できな

いというお宅であった。また、その後も体感地震や近隣でボヤ等があった際は、一人暮しの

高齢者宅を中心に訪ね、声かけ・安否確認をするようにしている。 

 

毎年５月、町会の定期総会終了後、「もちつき大会」を町会員対象に実施している。町会

の掲示板やもち引換え券をつけ案内をしている。高齢者の方の参加について、声かけもおこ

なっている。また、もちを引換えに来られた方と会話するようにしている。 

 

毎年、７月下旬に子ども会と地元の体操会の協力を得て、町会主催のラジオ体操を実施し

ている。年々子どもと高齢者の方の参加が増えている。一人でも多くの方に声かけするよう

に努力している。 

 

毎年９月の祭りの時に、町会員に祭りの案内と奉納袋と引換え券を配り、引換え券を持参

された方には、神酒所で返礼品を手渡しすると同時に声かけをしている。 

 

毎年９月末に「レクリェーション・敬老事業（日帰りバスの旅）」を町会員対象に実施し

ている。大型バス２台を借上げ、関東近辺の温泉地等に行っている。高齢者の方の参加が多

い。毎年参加して、申込みのなかった方については、声をかけ参加の確認を行っている。 

 

防犯パトロールを月２～３回、昼間と夜間に行っている。また、年末には歳末特別警戒パ

トロールとして 10 日間実施し、地域を巡回し見守りを行っている。 

 

日頃、回覧板を回す時や、年末の町会員全世帯に歳末配付物(ゴミ収集袋など)を配付する

時は、できるだけ手渡しし、声かけを行うようにしている。 

《成果・課題等》 

 

町会主催の様々な行事を通じて、高齢者の方への参加の呼びかけや見守りを行っている。 

これからも、「出あい・ふれあい・助けあい」を合言葉に、支えあいの精神に満ち、顔の見

える地域社会・町会づくりに努力していく。 
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平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

■その他（見守りマップ作成 ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－７） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

見守り対象者数は平成２５年８月現在 107 人である。 

平成２３年１１月に見守り名簿を受領した後、名簿管理者と名簿閲覧者で対象者約１００

人を住宅地図に落とし、マップを作成している。 

町会の防犯パトロールなどの活動の際には、一人暮らしの高齢者宅の外部からの異変確認

などを行っている。 

町会には、数人の世話焼きさんがいて、その人を通して高齢者の様々な情報が集まってく

るため、町会内の高齢者の状況は概ね把握している。 

  

毎年９月に、区民活動センターを会場にして、７５歳以上の町会員を対象にした「敬老会」

を開催している。招待状を出すのは１６０～１７０人で、参加者は、毎年５０～６０人ほど

で、冒頭、警察（防犯・交通）・消防署の講話などの情報提供をしてから、演芸披露やゲー

ムなどで懇親を深め、楽しいひと時を過ごしている。 

 

町会の敬老会の対象者は、見守り名簿に登載されている方以外も招待しているため、名簿

より多くの人数を把握している。 

 

 また、町会の婦人部の役員が中心となり２か月に１回程度、高齢者を対象にした会を開催

している。その時々で、折り紙を折ったり、おしゃべりをしたり、公園に散歩に出かけたり

活動している。 

《成果・課題等》 

 

町会で把握している高齢者の方が見守り名簿に登載されている方よりも多いため、見守り

名簿に載っていない方の見守りをどうするのかが課題となっている。 

区が見守り対象者名簿に掲載するかどうか高齢者へ調査をした際に、自分は必要ないと回

答した高齢者が比較的多かったこともある。（町会における高齢者の名簿登載率は５５％で

ある） 

 

 区から提供される見守り名簿の内容を更に充実させる必要があるという思いがある。 

さらに見守り名簿に登載することによりどうなるのか、災害時にどのような対応ができるの

かなど、明確に示す必要があると思う。 

 

 また、いろいろな障害をお持ちの方に対する災害時の支援のあり方などを、事前に検討し

ておくことが大切だと考えている。 
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平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

■その他（訪問マップの作成 ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－８） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

見守り名簿登載者：６４人（平成２５年８月現在） 

町会の中に３４の班があり、各班長が募金や町会費の集金、回覧版の管理などをしている。 

日頃のパトロールや町内巡回の際に、外部からの異変確認などを行っている。 

 

町会が助成している、友愛クラブ（町会員に限らず６５歳以上の方を対象、会員数７６名）

が、会報の配布、ふれあい食事会やシルバーのつどいへのお誘いなどを通じて、日頃より情

報伝達や安否確認を行っており、地域の高齢者の状況は概ね把握されている。 

 

＜見守り訪問活動＞ 

 平成２５年６月に名簿に載っている方を把握するため、年代別に色分けして地図に落とし

込み、訪問マップを作成した。小規模な町会であるため、名前から顔の浮かぶ方も多く、最

初に、災害時の救援希望者や、最近見かけないような、気になる人を訪問した。 

 

第１回の訪問は、７月中旬に、町会役員３人で、９人のお宅を訪問した。 

訪問したことで、最近の病状や通院の状況、各種サービスの利用状況などが分かった。な

お、一人暮らしの方でもご親族が近くに住んでいたり、食事の宅配サービスを利用していた

り、生活面で心配な方はいなかった。また、民生委員が地域の状況をよく把握していること

なども分かった。 

 

今後も訪問活動を行い、名簿登載者全員を訪問する予定である。その際には、３人程度で、

予め話しを聞く人、記録する人など役割を決めて訪問したい。 

  

《成果・課題等》 

これまでの町会活動で接している高齢者以外にも、どこに見守りの必要な人が住んでいる

か把握できた。また、実際に役員が訪問をして、高齢者の生活状況や災害時の支援の必要性

などを確認することができた。 

 

 独居高齢者で、地域との付き合いのない方や、つどい等に参加できない方と、どのように

情報交換や交流をしていくかが、今後の課題である。 

 

近隣に住んでいる方からの、日頃からの声かけや町会行事等へのお誘いを通じて、見守り

活動や顔を合わせての交流を積極的に進めていきたい。 
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平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ □イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

■その他（支えあい図の作成 ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－９） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 支えあい名簿を受け取ってから、名簿閲覧者１０人と民生・児童委員２人が、２人１組に

なり、分担して名簿登載者全員を訪問した。 

 

 支えあい名簿の提供を契機に、現行の防災組織を、支えあい活動を行う組織とみなす形で

変更した。組織の変更に際しては、他町会の防災組織を参考にし、防災組織の態勢表を、新

たなメンバーも募集し、作り直した。 

 

 防災地図（支えあい図）の作成時には、町会役員だけでなく、商店主やパトロール協力員

の青年など、５０人で検討し、まちぐるみで防災組織（支えあい組織）の充実を図った。 

 

個人情報に配慮して、支えあい図に、赤や黄色などの色をつけるなど、必要最小限の情報

を共有し、月２回のパトロール時に、郵便受けや電気の点滅などを確認している。 

  

参加できなかった防災組織（支えあい組織）のメンバーに、町会の防災訓練時など、報告

を兼ねて訪問し、メンバー一人ひとりの意識を高めてもらえるようにしている。 

 

 防災パトロールなどの支えあい活動に係る経費については、町会費の中で予算化した。 

 

 平成２５年１０月から、町会長が先頭に立って、名簿登載者宅を訪問する予定になってお

り、今後も定期的に訪問するなど、支えあい活動を継続的・計画的にすすめていきたい。 

《成果・課題等》 

 状況を把握したところ、常時見守りの必要な高齢者は２割弱であった。 

 

これまで町会活動を通じて把握していた高齢者以外に、見守り支えあいの必要な高齢者の

状況を把握することができた。また、敬老祝品の配付は７５歳以上対象だが、その年齢以下

でも見守りが必要な高齢者を把握できたことが大きい。 

 

 名簿閲覧者しか、支えあい名簿を見ることができないが、防災と支えあいをプラスで組織

したことによって、町会組織の見直しと、協力者を増やすことができた。 

 

 見守り支えあい活動を行う人は大勢いた方が良いので、声をかける人を増やしていきた

い。 
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平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

□外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ □イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

■その他（挨拶状の作成・配付、訪問記録の作成 ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－１０） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 支えあい名簿を受け取ってから、見守り班会議を開催した。 

 

町会費を９区に分けて集金していた区割りを参考に地域を分け、特定した区域について担

当する班を決めて担当地域の訪問メモと挨拶状の作成、地図への落とし込み作業を行った。 

 

 各班２～３名で、名簿掲載者全員を訪問し、挨拶状と、区民活動センター運営委員会の支

えあい部会で作成した、高齢者の方に役立つ情報（宅配可能な店舗や往診する医療機関など）

を掲載した支えあいマップを手渡し、訪問したときの高齢者の印象などを、訪問メモに記載

した。 

 

 訪問の結果は、見守り班会議で報告しあい、情報共有をした。 

 

 その結果、見守りが必要な高齢者はいなかったが、所在不明が数名いた。所在不明につい

ては、名簿閲覧者の民生児童委員が把握しており、すぐに所在が判明した。 

 

《成果・課題等》 

 これまでの町会活動で把握していた高齢者以外にも、高齢者が多く住んでいることがわか

った。 

 

地域の「世話やきさん」を発見し、協力を得ることができた。また、管理人常駐のマンシ

ョンは、管理人が住民のことをよく把握していることがわかった。 

  

町会費の集金の地域だったので、もともと顔見知りが多かったが、訪問したことによって、

さらに顔見知りが増え、訪問を喜んでもらえた。 

 

 見守り活動に入る前に、班ごとの打ち合わせなどを重ねたことにより、名簿閲覧者同士の

コミュニケーションが良くなっていき、今後の活動に意欲的になれた。 

 

 名簿掲載者を地図に落とし込み、訪問ルートも決めたことにより、住所を確認する手間が

省けたことに加え、訪問の漏れが生じにくくなり、再訪問の時に思い出しやすいメリットが

あった。 

 

 町会独自のイベントが少なく、情報提供量も多くないので、今後訪問時に高齢者に渡して

喜ばれたり、生活に役立つものなど何を持って行くかさらに考えていく必要がある。 

 



12 

平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ □イベントの実施  

□町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他 

圏域（町会） 中部（Ａ－１１） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

  

支えあい名簿を受け取ってから、町会を８班に分けて活動しているで、その班長もしくは

民生児童委員が、班長が把握していない名簿登載者全員を訪問した。 

 

 区民活動センター運営委員会の支えあい部会で作成した、高齢者の方に役立つ情報（宅配

可能な店舗や往診する医療機関など）を掲載した支えあいマップも手渡した。 

 

 班長の中には、１０年以上役職についている人もいるので、地域を熟知している場合が多

い。班長と民生児童委員が一緒に動きながら、情報の共有をしている。 

 

 町会役員でパトロールをしていた時、ポストに新聞や郵便物がたまっている家を見つけ

た。親戚に連絡し、同時に中部すこやか福祉センターと警察にも連絡した。 

 

 結果的に、名簿未掲載の６０歳代の、ひとり暮らしの男性が亡くなっていたが、早期に発

見することができた。 

《成果・課題等》 

  

町会役員等で名簿登載者を全員訪問して、町内に住んでいる見守り・支えあい名簿に掲載

された高齢者全体の状況について情報共有ができた。また、訪問を喜んでくれる人が多いこ

とがわかった。 

 

 災害時要援護者名簿に掲載されている８名のうち、６名が、支えあい名簿に掲載されてい

た。 

 

 町会には、４人の民生児童委員がいるが、町会以外の地域を担当している民生児童委員が

２人いるため、４人全員が、町会の支えあい活動を主体的に行うには無理がある。今後の課

題として、町会で検討していきたい。 
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平成２５年１１月掲載 

支えあい活動内容

（分 類） 

□外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ □イベントの実施  

□町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

■その他（集合住宅の管理人との連携 ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－１２） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 支えあい名簿を受け取ってから、区民活動センター運営委員会の支えあい部会で作成し

た、高齢者の方に役立つ情報（宅配可能な店舗や往診する医療機関など）を掲載した支えあ

いマップを渡しながら、名簿登載者全員を訪問した。 

 

 訪問した高齢者のうちほぼ２割の方が、同居家族がいたり、ご夫婦共にお元気だった。そ

の他の高齢者もおおむね元気に過ごしていることがわかった。中には、民生児童委員や大家

さん、近所の方が気にかけて、日常のさりげない見守りがされている方もいることがわかっ

た。 

 

 名簿に掲載されている、約３割の方が、見守り・支えあいについて良い制度であると喜ん

でいて、今後もよろしくとお願いされた。 

 

 管理人在中の集合住宅の場合、住宅外の人が見守るのが難しい場合があるため、管理人に

は、町会役員の連絡先を渡し、何かあれば、連絡してもらうように頼んだ。 

 

《成果・課題等》 

 これまでの町会活動で把握していた高齢者以外に、どこに見守り支えあいの必要な人が住

んでいるか把握できた。 

 

 名簿に掲載されている対象者全員を訪問したことで、入院中の方や、施設に入所されてい

る方も把握できた。 

 

 安否確認は電話でもできるので、今後、訪問時に、了解いただける方には、電話番号を聞

き、リストにまとめたいと思っている。 

 

 町会役員が１０名程いるので、見守り対象者のメモを渡し、犬の散歩や買い物、自宅前の

掃除の時など、気にかけてもらうようにしていこうと思っている。 

 

 何かあったら、民生児童委員や交番に伝えるということを、地域で浸透させていきたい。 
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平成２６年５月掲載 

  

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－１３） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 見守り名簿登載者数は、平成２５年８月現在で１３４人。 

 

 町会では、７５歳以上の方を対象に、１０月に敬老祝い金の配布、１月に餅つき大会でつ

いた餅を届けるなどの活動を行っている。また、町会が支援している「友愛クラブ」も週に

１回活動するなど、日頃から高齢者の交流や情報交換を行っている。 

 

平成２４年２月に見守り名簿を受け取ったが、すぐには活動には繋がらなかった。地域で

行われている「支えあいネットワーク会議」などを通じて、訪問活動のあり方や方法などに

ついて話し合いを重ねてきた。 

 

平成２５年６月に町会で話し合いを行い、町会内を５ブロックに分け、婦人部を中心に、

１地域２名で訪問活動を行うことにした。２名のうち、１名は町会役員で、日頃から町会費

を集金している地域を担当することにした。名簿の閲覧者についても、活動できるメンバー

を新たに登録し１０人となった。 

７月に、ブロック毎の対象者リストとマップを作成し、各ブロックに渡し準備を進めた。 

１０月に入り、第１回目の訪問活動を行い、「お元気ですか」「外出はされていますか」と

いう声かけから始めた。訪問に対しては、皆さん好意的だった。訪問の結果はリストの中に

簡単に記録していくことにした。 

 

その後、訪問活動の報告会を開いたが、約７割の方はお元気だった。数回訪問しても、会

えなかった方もいるので、ひとり暮らしの方を優先して訪問活動を継続する予定である。 

 

《成果・課題等》 

 町会の行事も多いので、一人暮らしの方や集合住宅に住んでいて日頃付き合いのない方な

どは、できるだけ誘い出して地域との繋がりを作っていきたい。 

 

 地域を回ることにより、見守り名簿に載っていなくても支援の必要な人がいることが分か

ったので、今後どのように情報交換などしていくかが今後の課題である。 

 

 見守り活動は、訪問担当者だけでなく、隣近所の人にも日頃の声掛けをしてもらえるよう

支援の輪を広げていきたいと考えている。 

また、できるだけ多くの人が活動に参加できるよう「見守り訪問マニュアル」の作成など

も検討していきたい。 
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平成２６年５月掲載 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－１４） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 見守り名簿登載者数は、平成２５年８月現在で１６１人。 

 

 町会内は、７ブロック４２班に分かれている。「お花見会」や「餅つき会」などの行事を

はじめ、毎週金曜日の夜間には防火・防犯パトロールを行い、日頃から誰もが安心して暮ら

せるまちを目指して活動している。 

 

平成２４年８月に見守り名簿の提供を受けて、打ち合わせを行ったが、「そこまで町会が

やるのか…」などの後ろ向きの議論が繰り返され、すぐには活動につながらなかった。 

その後、地域で行われている「支えあいネットワーク会議」に参加して、話し合いを重ね

た結果、活動の方向性がでてきた。 

 

平成２５年８月に名簿が更新されたのを機に、町会内を４つのブロックに分けて訪問活動

を進めることになった。 

まず、見守り制度の主旨と１か月以内に訪問させていただくという手紙を、見守り対象と

なる方に出し、チェックリストを作成してから訪問活動を始めた。 

 

訪問活動の結果、ほとんどの方が訪問を喜んでくれた。元気な方が多く、本当に見守りが

必要な方は、少数であるということもわかった。名簿に載っている方の多くは、「明日はど

うなるかわからない」と思っていること、元気でもなかなか外にでられない方も多いという

現状が把握できた。 

 

《成果・課題等》 

 高齢者の中には、地域社会との接点が少なくなっている方も多く、今後どのように地域と

の繋がりをつくっていくかが課題だと感じた。 

 

 見守りの仕方も負担感が強いことはやめ、町会として、できることをやっていくのを基本

とし、「見守り」というより「気にする」という考え方で、地域の中でどれだけ早く異変に

気付けるかについて、いろいろな方法を検討していきたい。 

 

 今後は、訪問担当者だけでなく、各エリアの班長さんの協力も得て、見守り対象者を認識

し「気にして」もらうことにより、気になる事があったら話題にし、地域全体で周りを気に

しあっていける風土をつくっていこうと考えている。 
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平成２６年５月掲載 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－１５） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 見守り名簿登載者数は、平成２５年８月現在で１４６人。 

 

 平成２５年２月に見守り名簿を受け取ったが、すぐには活動に繋がらなかった。地域で行

われている「支えあいネットワーク会議」などを通じて、他町会の取り組み事例を聞き、刺

激を受けながら、訪問活動のあり方や方法などについて、話し合いを行った。 

 また、会長を中心に、見守り名簿の割り振りや男女別に色分けするなど工夫してマップ作

りを行い、訪問活動の準備をすすめた。 

 

平成２５年１０月に、町会の支えあい会議を開催し、見守り隊となっている１２名の分担

を決めた。５つのブロックを２名ずつが担当することとし、残った２名は補佐役となり、都

合のつくときに訪問することにした。 

 

１１月に訪問したブロックでは、まず顔を覚えてもらうことを目的に、支えあい活動の説

明と担当者の紹介、身体状況の確認等を行った。 

また、災害時の避難所となる学校を伝えたり、近況などを聞きながら話しに花が咲くこと

も多かった。 

 

平成２６年１月には、町会の餅つき大会があり、訪問した方のところにお餅を届けたら、

とても喜ばれた。訪問を重ねることで信頼関係ができて、安心して暮らせるまちにつながっ

ていくと思う。 

 

２月に、訪問活動の報告会を開き、今後は年に４回くらい訪問をしていこう、訪問をする

なかでチェックリストを作っていこうということに決まった。 

《成果・課題等》 

民生委員が訪問活動に参加することで、見守りが重なり、以前の状況からの変化を把握で

き、関係機関と連携し支援につなげることができたケースがあった。 

  

見守り名簿に載っていなくても支援の必要な人がいることも分かったので、今後どのよう

に地域の情報を把握していくかが課題である。 

 

 マンション、アパートが多くなり、世帯数が増えている。町会行事に参加するよう働きか

け、見守り活動を通じて、地域の方との信頼関係を築き、安心して住めるまちの輪を広げて

いきたいと考えている。 
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平成２６年５月掲載 

 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－１６） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 見守り名簿登載者数は、平成２５年８月現在で２２人。 

 

 町会の規模が小さいので、組長が町会費等の集金をしながら、日頃から見守り活動を行っ

ている。 

また、防犯パトロールを行い、町会全域に気を配っている。毎年１１月には、お楽しみ会

を開き、高齢者対象の講演会なども行っており、町会として、行事の際にはできるだけ多く

の人に声かけをしている。 

 

平成２４年２月に見守り名簿を受け取っていたが、名簿を利用しての活動にはなかなか繋

がらなかった。地域で行われる「支えあいネットワーク会議」などを通じて、訪問活動のあ

り方や方法などについて、話し合いを重ねてきた結果、平成２５年８月に閲覧者を８人に増

やして、見守り訪問活動の準備をすすめた。 

 

平成２５年１０月に、町会を３つのブロックに分けて、見守り名簿対象者の安否確認を行

った。予めチェック表を作成して、確認がとれたことを記入していった。 

 

訪問活動の後に、報告会を開き、情報の共有や問題点などについて話し合いを行った。 

同居の家族がいても見守り名簿に載っている人や、若年で名簿に載っている人の見守りに

ついて、課題が残っている。 

 

《成果・課題等》 

見守り活動を始めるにあたり、打ち合わせを重ねることにより、閲覧者同士のコミュニケ

ーションも深まった。 

 

見守り名簿に電話番号は載っていないが、本人からの了解が得られれば、２か月に１回程

度電話をかけて、安否確認をしたらどうだろうか。 

 

 名簿登載を拒否している人の中に、周りからみると心配な人がいる。また、対象者に対し

て、どこまで見守りを行うのかという基準をつくってほしいという意見もあり、支えあいネ

ットワーク会議などを通して、情報交換しながら今後検討していきたい。 
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平成２７年３月掲載（新規） 

 

 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動  ■地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－１７） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 見守り名簿登載者数は、平成２６年８月現在で５８人。 

 

 町会では、夏に盆踊り大会、秋には芋煮会、歳末の餅つき大会など、多くの方に参加して

いただく行事を開催しており、高齢者の皆さんにも声掛けをしている。 

また、町会が支援している「友愛クラブ」も活発に活動しており、日頃から高齢者の交流

や情報交換を行っている。 

 

見守り名簿は、平成２５年２月に受け取っていたが、すぐに訪問活動には繋がらなかった。

地域で行われている「支えあいネットワーク会議」で他町会の活動事例を聞いたり、見守り

活動をしている町会の会長を招いて勉強会を行うなどして、刺激を受けながら活動について

の話し合いを重ねた。 

 

平成２６年４月に、町会内を４ブロックに分け、役員を中心に訪問活動を行うことにした。

名簿の閲覧者についても、活動できるメンバーを新たに登録し１０人となった。 

訪問に先駆けて、お知らせを町会掲示板に貼るなど周知してから訪問活動を始めたので、

皆さん好意的に受け入れてくれた。 

 

その後、訪問活動の報告会を開き、支援が必要な人が１８人いるので、継続して訪問して

いくことにした。 

  

《成果・課題等》 

 

 人と人のつながりが助けあいの基礎となるので、見守り支えあい活動をアピールしていく

ことが大切だと感じた。 

 

 見守り活動は、訪問する担当者だけでなく、高齢者が利用する地域のコンビニエンススト

アや商店、近隣の人々にも働きかけて、日頃から声掛けをしてもらえるようにし支援の輪を

広げていきたいと考えている。 

 

見守り活動を進めていくうえで、町会と民生委員が連携して活動していくことが必要であ

ると感じた。 
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平成２７年３月掲載（新規） 

 

  

支えあい活動内容

（分 類） 

■外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ ■イベントの実施  

■町会活動を利用した活動 ■地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－１８） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 

 見守り名簿登載者数は、平成２６年８月現在で８９人。 

 

 今年、町会設立６０周年を迎えたが、古くから地域に根ざした支えあい活動を続けてきた。 

約１６０名おられる７５歳以上の方を対象に、毎年９月第１日曜日に敬老祝い品として海

苔の配布を行っている。 

また、２月第４日曜日にはもちつきを行っているが、これも７５歳以上の方には前もって

おもち券を配布し、当日はおもちを食べていただき、お持ち帰りもしていただいている。 

 

町会の真ん中を早稲田通りが通っており、花植えと称して毎月第２日曜日は午前９時から

道路の掃除をしたり、季節の花々を植えることで、地域の美化に取り組んでいる。 

早稲田通り沿いには高層マンションが立ち並ぶようになったが、一歩裏道に入ると、古く

からの住宅、アパートが密集しており、防犯・防災にも力を入れて取り組んできた。 

 

防犯パトロールは一年を通して、毎月第２火曜日と第３金曜日の午後９時から一時間程、 

年末は夜警と称して、２５日から３０日の間、町内を回っている。警察官の方にいつも同行

していただいており、とても心強く感じている。 

 

町会設立６０周年を記念して、７か所ある町会掲示板をすべてカギ付きにして新しくした

とともに、町会内４か所にスタンドパイプを配備して、防災訓練を繰り返し行っている。こ

れは消防車が入れない狭い路地や行き止まりの道が多いことから、町会主導で配備したもの

である。 

 

  

《成果・課題等》 

 

 昨年８月に支えあい名簿を受け取った。今年２月には都の助成を受けて、防災訓練を行っ

たが、その際、見守り名簿登載者ご本人とお会いして、防災グッズをお渡しした。 

今後、地域の防災訓練への参加を呼びかけていくとともに、高齢者や障害をお持ちの方に

対する災害時の支援について考えていきたい。 
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平成２７年３月掲載（新規） 

 

支えあい活動内容

（分 類） 

□外部からの異変発見活動  ■安否確認・声かけ □イベントの実施  

□町会活動を利用した活動 □地域情報の把握  □困りごと相談 

□その他（      ） 

圏域（町会） 中部（Ａ－１９） 見守り支えあい名簿の提供 有 

《活動内容》 

 【名簿登載者】 ５０名      【安否確認者】閲覧者４名ほか計８名  

【名簿配付】平成２６年２月１７日 

 【町会概要】道路の拡張、再開発等により、高層住宅の増加や商店街の減少の中、 

町会加入率が１０％程度、名簿の１/３は女性の単身高齢者、 

対象者は、すべて集合住宅在住者（戸建在住者無し） 

 

１ 訪問活動 

  第１回の活動（平成２６年６・７月）として、町会を４分割し、それぞれ男女１名の２

人を１組とし（閲覧者の男性４名と民生・児童委員１名、町会役員３名）で訪問（安否確

認）調査を行った。 

２ 訪問方法 

 (1) 「訪問のお知らせ」の配付と訪問日の確認 

オートロック式の高層マンションが多いことに配慮し、名簿登載者に対して事前に 

「訪問のお知らせ」を宛名記載した封筒に入れて投函した。宣伝チラシなどに紛れて捨 

てられないようにするためにきちんと宛名を記載した。 

「訪問お知らせ」には、訪問の目的、訪問予定日、町会名、担当者名、電話番号を記 

載した。その後、訪問日の変更調整をする場合もあったが、訪問辞退者とは、電話での 

安否確認を行った。 

 (2) 訪問時の配慮 

町会の訪問であることが分かるように、町会名の入った揃いのベストを着用し、ま 

た、訪問時の面談をしやすくするよう、男女１名ずつを１組として訪問を行った。 

《成果・課題等》 

 １ 安否確認 

町会未加入者が多いなか、ほぼ全員の安否確認ができた。 

名簿登載者には、未届けのまま転出した方や施設入所された方などもいたことが分か

った。集合住宅内からの情報提供の協力も重要である。 

  ２ 災害時の避難対応 

築年数を追うごとに居住者が高齢化し、それと同時にマンションの設備の老朽化も 

進むなど、災害時の避難対応に不安な点も見受けられた。 

 ３ 支えあい・見守りのあり方 

訪問による見守りを断る方も有れば、体調が悪い方や体が不自由な方は、なかなか

外出できないためか、町会の人と会話ができるのを楽しみに待っている方もいた。 

支えあいや見守りの目的を今後の訪問や町会事業等を通して広めるため、集合住宅と

町会との交流も大切である。 


